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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動画データを入力する入力手段と、
　前記入力手段により入力された動画データを含む動画ファイルと、前記動画データの付
加情報を含む付加情報ファイルを、複数の記録媒体に記録する記録手段と、
　前記記録手段が前記動画ファイルを前記複数の記録媒体に同時に記録する所定の記録モ
ードにおいて前記複数の記録媒体にそれぞれ前記付加情報ファイルを記録するか否かを、
ユーザの指示に応じて設定し、前記記録手段が前記複数の記録媒体のうち選択された一つ
の記録媒体に前記動画ファイルを記録する他の記録モードにおいて前記選択された記録媒
体に前記付加情報ファイルを記録するか否かを、ユーザの指示に応じて設定する設定手段
と、
　前記設定手段の設定結果に基づき、前記所定の記録モードにおいて前記複数の記録媒体
に対してそれぞれ前記記録手段により前記付加情報ファイルを記録するか否かを制御し、
前記設定手段の設定結果に基づき、前記他の記録モードにおいて前記選択された記録媒体
に対して前記記録手段により前記付加情報ファイルを記録するか否かを制御する制御手段
とを備える記録装置。
【請求項２】
　前記複数の記録媒体は第１の記録媒体と第２の記録媒体とを含み、
　前記制御手段は、前記設定手段により、前記所定の記録モードにおいて前記第１の記録
媒体と前記第２の記録媒体の両方に前記付加情報ファイルを記録するように設定された場
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合には、前記所定の記録モードにおいて前記第１の記録媒体と前記第２の記録媒体の両方
に前記付加情報ファイルを記録するように前記記録手段を制御し、
　前記設定手段により、前記所定の記録モードにおいて前記第１の記録媒体に前記付加情
報ファイルを記録し前記第２の記録媒体に前記付加情報ファイルを記録しないように設定
された場合には、前記所定の記録モードにおいて前記第１の記録媒体に前記付加情報ファ
イルを記録し前記第２の記録媒体に前記付加情報ファイルを記録しないように前記記録手
段を制御し、
　前記設定手段により、前記所定の記録モードにおいて前記第１の記録媒体に前記付加情
報ファイルを記録せずに前記第２の記録媒体に前記付加情報ファイルを記録するように設
定された場合には、前記所定の記録モードにおいて前記第１の記録媒体に前記付加情報フ
ァイルを記録せずに前記第２の記録媒体に前記付加情報ファイルを記録するように前記記
録手段を制御することを特徴とする請求項１に記載の記録装置。
【請求項３】
　前記入力手段により入力された動画データの画質を、ユーザの指示に応じて調整する調
整手段を備え、
　前記付加情報は、前記調整手段による画質調整の設定状態に関する第１の情報と、前記
動画データの記録時における前記記録装置の環境に関する第２の情報を含み、
　前記設定手段は、前記第１の情報を含む第１の付加情報ファイルと、前記第２の情報を
含む第２の付加情報ファイルをそれぞれ、前記所定の記録モードにおいて前記複数の記録
媒体に記録するか否かを設定し、
　前記制御手段は、前記設定手段の設定結果に基づき、前記所定の記録モードにおいて前
記複数の記録媒体に対してそれぞれ前記記録手段により前記第１の付加情報ファイルと前
記第２の付加情報ファイルを記録するか否かを制御することを特徴とする請求項１に記載
の記録装置。
【請求項４】
　表示装置に情報を表示する表示手段を備え、
　前記制御手段は、前記所定の記録モードと前記他の記録モードの間で記録モードが切り
替えられたことに応じて、切り替えた後の記録モードにおける前記付加情報を記録するか
否かの設定状態に関する情報を前記表示装置に表示するように前記表示手段を制御するこ
とを特徴とする請求項１に記載の記録装置。
【請求項５】
　前記入力手段は、撮像手段と、前記撮像手段により得られた動画データの画質をユーザ
の指示に応じて調整する画像処理手段とを有し、
　前記記録手段は、前記画像処理手段により画質が調整された動画データを含む動画ファ
イルを記録し、
　前記付加情報は、前記画質の調整の設定状態に関する情報を含むことを特徴とする請求
項１に記載の記録装置。
【請求項６】
　動画データを入力する入力工程と、
　前記入力工程において入力された動画データを含む動画ファイルと、前記動画ファイル
に含まれる動画データに関連した付加情報を含む付加情報ファイルを、複数の記録媒体に
記録する記録工程と、
　前記記録工程において前記動画ファイルを前記複数の記録媒体に同時に記録する所定の
記録モードにおいて前記複数の記録媒体にそれぞれ前記付加情報ファイルを記録するか否
かを、ユーザの指示に応じて設定し、前記記録工程において前記複数の記録媒体のうち選
択された一つの記録媒体に前記動画ファイルを記録する他の記録モードにおいて前記選択
された記録媒体に前記付加情報ファイルを記録するか否かを、ユーザの指示に応じて設定
する設定工程と、
　前記設定工程の設定結果に基づき、前記所定の記録モードにおいて前記複数の記録媒体
に対してそれぞれ前記記録工程において前記付加情報ファイルを記録するか否かを制御し
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、前記設定工程の設定結果に基づき、前記他の記録モードにおいて前記選択された記録媒
体に対して前記記録工程により前記付加情報ファイルを記録するか否かを制御する制御工
程とを備えることを特徴とする記録方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は記録装置及び記録方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、動画像信号や音声信号を記録媒体に記録する記録装置が知られている。この種の
記録装置においては、複数の記録媒体に対して動画像信号を記録することができる装置も
存在する。例えば、特許文献１には、家庭用のＤＶＤレコーダとして大容量のハードディ
スク（ＨＤＤ）を内蔵するとともに、ＤＶＤドライブを備えるハードディスクレコーダが
記載されている。
【０００３】
　一方、ビデオカメラにおいても、複数のメモリカードを装着し、これら複数のメモリカ
ードに対して動画や静止画を記録する機能を持つものが実用化されている。ところで、放
送現場などでは、家庭用の撮影に比べ、記録した動画像信号に対して非常に高い信頼性が
求められる。
【０００４】
　そこで、業務用途で用いるビデオカメラでは、複数の記録媒体に対して同一の動画像信
号を同時に記録する機能を有するものがある。この様に、複数の記録媒体に同じ動画像信
号を記録しておくことにより、一部の記録媒体に記録された動画像信号が正しく再生され
ない場合、或いは、一部の記録媒体を紛失した場合でも、他の記録媒体から同じ動画を再
生することができる。また、業務用途のビデオカメラでは、撮影時のカメラの動作状態を
ユーザが調整することができ、更に、調整後のカメラの設定状態を付加情報として記録す
ることが提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－２８８５５７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　前述の様に、ビデオカメラを業務用途として用いる場合、動画を複数の記録媒体に同時
に記録した後、一方の記録媒体を編集のために編集者へ渡し、他方の記録媒体は手元に保
管しておくといった用途がある。この場合、二つの記録媒体に共に付加情報を記録してし
まうと、付加情報が記録された状態で記録媒体が編集者へ渡されてしまうことになる。
【０００７】
　しかしながら、カメラの設定状態などの付加情報はカメラマン固有の情報であり、外部
に渡されたくないという要望がある。そのため、動画と付加情報とを複数の記録媒体に同
時に記録した場合には、一方の記録媒体から付加情報を削除した上で編集者に渡す必要が
あり、大変手間がかかっていた。
　本発明は前述の問題点に鑑み、複数の記録媒体に対して動画を記録する場合に、各記録
媒体に対して独立に付加情報を記録するか否かを設定できるようにすることを目的として
いる。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の記録装置は、動画データを入力する入力手段と、前記入力手段により入力され
た動画データを含む動画ファイルと、前記動画データの付加情報を含む付加情報ファイル
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を、複数の記録媒体に記録する記録手段と、前記記録手段が前記動画ファイルを前記複数
の記録媒体に同時に記録する所定の記録モードにおいて前記複数の記録媒体にそれぞれ前
記付加情報ファイルを記録するか否かを、ユーザの指示に応じて設定し、前記記録手段が
前記複数の記録媒体のうち選択された一つの記録媒体に前記動画ファイルを記録する他の
記録モードにおいて前記選択された記録媒体に前記付加情報ファイルを記録するか否かを
、ユーザの指示に応じて設定する設定手段と、前記設定手段の設定結果に基づき、前記所
定の記録モードにおいて前記複数の記録媒体に対してそれぞれ前記記録手段により前記付
加情報ファイルを記録するか否かを制御し、前記設定手段の設定結果に基づき、前記他の
記録モードにおいて前記選択された記録媒体に対して前記記録手段により前記付加情報フ
ァイルを記録するか否かを制御する制御手段とを備える。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、複数の記録媒体に対して動画を記録する場合に、各記録媒体に対して
独立に付加情報を記録するか否かを設定できる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施形態に係る記録装置の構成例を示すブロック図である。
【図２】画質調整データとユーザ入力情報の例を示す図である。
【図３】画質調整データの設定のためのメニュー画面を示す図である。
【図４】ユーザ入力情報の設定のためのメニュー画面を示す図である。
【図５】画質調整データとユーザ入力情報の設定用のメニュー画面を示す図である。
【図６】シングル記録モード時の処理を示すフローチャートである。
【図７】ダブル記録モード時の処理を示すフローチャートである。
【図８】記録モード設定のメニュー画面を示す図である。
【図９】記録モード切り替え時の処理を示すフローチャートである。
【図１０】シングル記録モードに切り替えた際の処理を示すフローチャートである。
【図１１】シングル記録モードに切り替えた際の処理を示すフローチャートである。
【図１２】シングル記録モードに切り替えた際の表示画面を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照しながら説明する。
（第１の実施形態）
　図１は、本実施形態に係る記録装置１００の構成例を示すブロック図である。
　図１において、撮像部１０１は、被写体を撮影し、動画データを出力する。撮像部１０
１は、ズームレンズやフォーカスレンズ等の光学系、ＣＣＤ等のイメージセンサ、アイリ
ス、撮影した動画像信号をデジタル信号に変換するＡＤ変換器、撮影された動画像に必要
な処理を施す処理回路等を含む。そして、撮像部１０１は、後述の様に、制御部１０３か
らの制御信号に従い、撮影時のフォーカス、ズーム動作、シャッタ速度やアイリス等を変
更する。また、撮像部１０１は、制御部１０３からの制御信号に従い、撮影された動画デ
ータに対して施す画像処理のパラメータを変更する。音声入力部１０２は、マイクロフォ
ンやアンプ等を有し、外部の音声を取得して音声データを出力する。
【００１２】
　制御部１０３は、ユーザインターフェース（ＵＩ）１０４からの入力に応じて記録装置
１００の動作全体を制御する。制御部１０３は、マイクロコンピュータやメモリ等を含み
、不図示のメモリに記憶されたプログラムに従って記録装置１００の全体動作を制御する
。また、制御部１０３は、記録再生部１０７との間でデータやコマンドを通信するための
記録媒体インターフェイスを内蔵している。ＵＩ１０４は、ユーザにより操作可能な各種
のスイッチや、表示部１１２に含まれるタッチパネルなどの操作手段を含む。そして、Ｕ
Ｉ１０４は、ユーザによる各種の指示などを受理して制御部１０３へ通知する。また、Ｕ
Ｉ１０４は、電源スイッチや記録の開始、停止を指示するためのスイッチ、記録モードと
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再生モードの間で記録装置１００のモードを切り替えるためのスイッチ等を含む。
【００１３】
　信号処理部１０５は、記録時においては、撮像部１０１により得られた動画データや音
声入力部１０２により取得された音声データをＭＰＥＧ等の公知の符号化形式に従って符
号化して、その情報量を圧縮する。また、動画データや音声データを記録するために必要
な処理を施す。また、信号処理部１０５は、再生時においては、再生された動画データや
音声データを復号し、その情報量を伸張する。
【００１４】
　メモリ１０６は、動画データや音声データを記憶する。記録装置１００の各ブロックは
、メモリ１０６に対してアクセスすることにより、必要な動画データや音声データを処理
する。また、メモリ１０６は、動画データや音声データの他に、ファイルシステムの情報
や管理情報等、各種の情報を記憶し、更に、制御部１０３による制御のためのワークメモ
リ等の役割を果たす。また、メモリ１０６は、後述の様に、制御部１０３により生成され
た、画質調整データやユーザ入力情報などの付加情報を記憶する。
【００１５】
　記録再生部１０７は、記録媒体１０８（第１の記録媒体）、記録媒体１０９（第２の記
録媒体）に対し、動画データや音声データ、或いは、付加情報など各種の情報を記録し、
再生する。記録再生部１０７は、記録時においては、メモリ１０６に蓄積された動画デー
タや音声データを含む動画ファイルを記録媒体１０８や１０９に記録する。また、記録再
生部１０７は、再生時においては、記録媒体１０８や記録媒体１０９から動画ファイルを
再生し、動画データや音声データをメモリ１０６に記憶する。本実施形態では、記録媒体
１０８、１０９は互いに独立した、別の記録媒体として構成され、ハードディスク（ＨＤ
Ｄ）、フラッシュメモリカード等、ランダムアクセスの記録媒体である。本実施形態では
、記録媒体１０８、１０９をそれぞれメモリカードとする。
【００１６】
　また、記録再生部１０７は、記録媒体１０８、１０９に記録する動画、音声データや、
各種の情報を、ＦＡＴ（File Allocation Table）等のファイルシステムに従い、ファイ
ルとして管理する。また、記録再生部１０７は、ＡＴＡ（AT Attachment）等の公知のイ
ンターフェイス（ＩＦ）を有し、制御部１０３における記録媒体ＩＦとの間でデータや各
種のコマンドを通信する。また、不図示の装着、排出機構により、記録装置１００に対し
て記録媒体１０８、１０９を容易に装着、排出することができるように構成するが、記録
装置１００に記録媒体１０８及び１０９、或いは何れか一方の記録媒体が内蔵される構成
でもよい。
【００１７】
　制御部１０３は、記録媒体１０８、１０９に対して動画ファイルの書き込み、読み出し
を行う場合、記録再生部１０７を制御して、記録媒体１０８、１０９から、ファイルシス
テムデータ（管理データ）を再生してメモリ１０６に記憶する。このファイルシステムデ
ータは、記録媒体１０８、１０９に記録されたデータのファイル名やファイルのサイズ、
データの記録アドレスなどを示すデータであり、ファイルを管理するための管理情報であ
る。そして、制御部１０３は、読み出したファイルシステムデータに従ってファイルの書
き込み、読み出しを制御する。制御部１０３は、記録媒体１０８、１０９へのファイルの
書き込みに応じて、メモリ１０６に記憶されたファイルシステムデータを更新する。そし
て、更新したファイルシステムデータを、記録再生部１０７により記録媒体１０８、１０
９に記録する。
【００１８】
　また、ユーザは、ＵＩ１０４を操作することにより、記録装置１００の動作モードの切
り替え、あるいは、動画データの記録開始、停止などを指示することができる。また、本
実施形態では、二つの記録媒体１０８、１０９が装着されている場合、一方の記録媒体を
自動的に選択し、この選択された方の記録媒体に対して動画データを記録する。本実施形
態では、二つの記録媒体１０８、１０９が装着されている場合、記録媒体１０８を自動的
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に選択して、記録媒体１０８に対して動画を記録する。また、記録媒体１０８と１０９の
うち、何れか一方が装着されている場合には、この装着された方の記録媒体に対して動画
と音声を記録する。
【００１９】
　更に、本実施形態では、二つの記録媒体１０８、１０９が装着されている場合には、こ
れら二つの記録媒体１０８、１０９に対して同時に入力された動画データを記録するよう
に指示することも可能である。この様に、一つの記録媒体を選択し、選択された記録媒体
に対して動画ファイルを記録するシングル記録モード（第１の記録モード）と、二つの記
録媒体に対して同時に動画ファイルを記録するダブル記録モード（第２の記録モード）を
有する。ユーザは任意にモード設定を行うことができる。
【００２０】
　また、出力部１１０は、再生された動画データや音声データを記録装置１００の外部の
表示装置などに出力する。表示制御部１１１は、動画や各種の情報を液晶パネル等の表示
装置を含む表示部１１２に表示する。データバス１１３は、記録装置１００の各部の間で
データや各種の制御コマンドなどを送受信するために用いられる。
【００２１】
　次に、記録装置１００により記録される付加情報ファイルについて説明する。
　本実施形態では、動画ファイルの他に、撮像部１０１の設定状態を示す画質調整データ
と、その他の所定の情報を含むユーザ入力情報を、それぞれ画像ファイルとは独立した付
加情報ファイルとして記録することができる。
【００２２】
　ここで、画質調整データは、撮像部１０１により撮影される動画の画質を調整した際の
設定状態に関するデータである。画質調整データは、後日、記録された動画データの撮影
時における撮像部１０１の設定状態を確認するのに用いることができる。また、記録媒体
に記録された画質調整データを読み出し、読み出した画質調整データの値に従って、撮像
部１０１の設定を変えることも可能である。また、ユーザ入力情報は、動画ファイルの記
録時の環境に関するデータである。ユーザ入力情報は、記録媒体に記録された動画ファイ
ルを検索するのに用いることができる。この様に、画質調整データとユーザ入力情報は、
その用途が異なるため、異なる付加情報ファイルとして記録する。制御部１０３は、ユー
ザの設定結果に基づき、記録媒体１０８、１０９に対してそれぞれ付加情報ファイルを記
録するか否かを制御する。
【００２３】
　画質調整データの例を図２（ａ）に示す。ユーザは、ＵＩ１０４を操作し、メニュー画
面により、撮像部１０１に関する図２（ａ）に示す設定項目について、その動作状態を調
整することができる。図２（ａ）において、Gammaとは、予め設定された何種類かのガン
マカーブから一つを選び、動画のテイストを変更することができる機能である。項目Gamm
aの設定値としては、ＨＤ放送機器の標準的な画作りを行うNormal、フィルムに近い質感
を得ることが可能なCine Mode１、最終的にフィルム変換を目的としたCine Mode2が用意
されている。ここではCine Mode 1が選択されている。
【００２４】
　Black Master Pedestalとは、黒のレベルを調整する機能である。設定する値が大きい
と画像の暗い部分が明るくなり全体のコントラストが弱くなる。小さい値にすると黒い部
分の輝度が沈む。最高の設定値は５０、最低の設定値は－５０であり、図２（ａ）では、
２５という値が設定されている。
【００２５】
　次のLow Key Saturationとは、低輝度部の色の濃さ、或いは薄さを調整することができ
る機能である。ここでは、設定値として色を濃く調整するOnが選ばれている。Kneeとは、
高輝度部分に圧縮をかけて、とびの発生を抑制することができる機能である。ここでは、
設定値として、抑制を行うOnが選ばれている。Sharpnessとは、輪郭強調のレベルを調整
することができる機能である。高い値を選べばより輪郭が強調されることになる。最高の
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設定値は５０、最低の設定値は－５０であり、ここでは、設定値として値１０が設定され
ている。その他、様々な調整を行うための設定項目を設けてもよい。
【００２６】
　ユーザは、撮影ポーズ状態においてメニュー画面を操作し、これら各種の項目について
値を調整する。制御部１０３は、設定された値に従って撮像部１０１の信号処理回路を制
御し、撮影された動画データの処理を変える。また、制御部１０３は、各項目に対する設
定値をまとめて、メモリ１０６に記憶する。ユーザは、メニュー画面を用いて、この様に
設定した値により画質調整を行うか否かを任意に設定することができる。
【００２７】
　図３は、画質調整の設定メニュー画面を示す図である。
　ユーザがＵＩ１０４を操作して画質調整メニュー表示を指示すると、表示制御部１１１
は表示部１１２に図３（ａ）のメニュー画面３０１を表示する。メニュー画面３０１には
、図２（ａ）の様に設定した値により画質調整を行うか否かを選択するための項目３０２
が表示される。ユーザはＵＩ１０４を操作し、画質調整を行う場合にはＯＮボタンを選択
し、画質調整を行わない場合にはＯＦＦボタンを選択する。本実施形態では、初期設定の
状態がＯＦＦであるので、ＯＦＦボタンが選択されている。メニュー画面３０１には更に
、画質調整のデータを記録するか否かを選択するための項目３０３と、ダブル記録モード
において画質調整データを記録する記録媒体を選択するための項目３０４が表示されるが
、何れもグレーアウトされて表示され、無効となっている。
【００２８】
　そして、調整項目３０２でＯＮボタンが選択された場合、表示制御部１１１は表示部１
１２に表示する画面を図３（ｂ）のメニュー画面３０５に切り替える。メニュー画面３０
５では、項目３０３が有効となる。ユーザは、ＵＩ１０４を操作することにより、画質調
整データを記録媒体に記録する場合にはＯＮボタンを選択し、記録しない場合にはＯＦＦ
ボタンを選択する。また、ここではシングル記録モードが設定されているものとし、項目
３０４は無効となっている。図３（ｂ）では、調整項目３０２と３０３について、それぞ
れＯＮボタンが選択されている。この場合、ユーザが設定した画質調整の設定値に従い撮
像部１０１により撮影された動画データが処理され、また、ユーザが設定した画質調整デ
ータが動画データと共に記録される。
【００２９】
　また、ダブル記録モードが選択された状態で、図３（ｂ）のメニュー画面３０５により
ユーザが画質調整データの記録を設定した場合、表示制御部１１１は表示部１１２に表示
する画面を、図５（ａ）のメニュー画面５０１に切り替える。メニュー画面５０１では、
項目３０４が有効になっている。また、メニュー画面５０１には、カード１（記録媒体１
０８）を記録先として選択するボタン３０４ａ、カード２（記録媒体１０９）を記録先と
して選択するボタン３０４ｂ、カード１とカード２の両方を記録先として選択するボタン
３０４ｃが表示される。ユーザは、これらのボタン３０４ａ～３０４ｃの何れかを選択す
ることで、ダブル記録モードにおける画質調整データの記録先を選択することができる。
図５（ａ）では、カード１とカード２の両方が記録先として選択されている。
【００３０】
　また、本実施形態では、制御部１０３は、シングル記録モードにおける画質調整のＯＮ
、ＯＦＦの設定と、画質調整データの記録のＯＮ、ＯＦＦ及び記録先の情報をメモリ１０
６に記憶する。また、制御部１０３は、ダブル記録モードにおける画質調整のＯＮ、ＯＦ
Ｆの設定と、画質調整データの記録のＯＮ、ＯＦＦの設定及び記録先の情報を、シングル
記録モードとは独立にメモリ１０６に記憶する。
【００３１】
　次に、ユーザ入力情報の例を図２（ｂ）に示す。
　図２（ｂ）において、場所、撮影者、タイトルの各項目の値は、ユーザがＵＩ１０４を
操作することにより設定される。また、日付の値は、不図示のタイマにより計時される現
在日時の情報を制御部１０３が取得して設定する。また、ＧＰＳの項目は、不図示のＧＰ
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Ｓユニットにより得られた現在の緯度、経度の情報（ＧＰＳ情報）を動画データに付加す
るか否かを設定するための項目である。ユーザはＵＩ１０４を操作し、ＧＰＳ情報を付加
する場合にＯｎを設定し、付加しない場合にＯｆｆを設定する。制御部１０３は、各項目
に対する設定値をまとめて、メモリ１０６に記憶する。
【００３２】
　ユーザは、メニュー画面を用いて、ユーザ入力情報を記録するか否かを任意に設定する
ことができる。図４は、ユーザ入力情報の設定メニュー画面を示す図である。ユーザがＵ
Ｉ１０４を操作してユーザ入力情報のメニュー表示を指示すると、表示制御部１１１は表
示部１１２に図４のメニュー画面４０１を表示する。メニュー画面４０１には、図２（ｂ
）の様に設定したユーザ入力情報を記録するか否かを選択するための項目４０２が表示さ
れる。ユーザはＵＩ１０４を操作し、ユーザ入力情報を記録媒体に記録する場合にはＯＮ
ボタンを選択し、記録しない場合にはＯＦＦボタンを選択する。
【００３３】
　図４では、ＯＮボタンが選択されているため、図２（ｂ）のユーザ入力情報が動画デー
タと共に記録される。メニュー画面４０１には更に、ダブル記録モードにおいてユーザ入
力情報を記録する記録媒体を選択するための項目４０３が表示されるが、ここではシング
ル記録モードが設定されているものとし、項目４０３は無効となっている。
【００３４】
　また、ダブル記録モードが選択された状態で、図４のメニュー画面４０１によりユーザ
がユーザ入力情報の記録を設定した場合、表示制御部１１１は表示部１１２に表示する画
面を図５（ｂ）のメニュー画面５０２に切り替える。メニュー画面５０２では、項目４０
３が有効になっている。また、メニュー画面５０２には、カード１を記録先として選択す
るボタン４０３ａ、カード２を記録先として選択するボタン４０３ｂ、カード１とカード
２の両方を記録先として選択するボタン４０３ｃが表示される。ユーザは、これらのボタ
ン４０３ａ～４０３ｃの何れかを選択することで、ダブル記録モードにおけるユーザ入力
情報の記録先を選択することができる。図５（ｂ）では、カード１が記録先として選択さ
れている。
【００３５】
　また、本実施形態では、制御部１０３は、シングル記録モードにおけるユーザ入力情報
の記録のＯＮ、ＯＦＦ及び記録先の情報をメモリ１０６に記憶する。また、制御部１０３
は、ダブル記録モードにおけるユーザ入力情報の記録のＯＮ、ＯＦＦの設定及び記録先の
情報を、シングル記録モードとは独立にメモリ１０６に記憶する。
【００３６】
　次に、本実施形態における記録動作について説明する。
　まず、シングル記録モードの処理を説明する。図６はシングル記録モードにおける記録
装置１００の処理を示すフローチャートである。なお、図６の処理は制御部１０３が各部
を制御することにより実現される。
【００３７】
　記録装置１００の電源がオンになると、制御部１０３は撮像部１０１により撮影された
動画データによる被写体の画像を表示部１１２に表示し、記録ポーズ状態となる。この状
態で、制御部１０３は、前述の様に、画質調整の設定がオンになっているか否かを判別す
る（Ｓ６０１）。画質調整の設定がオンになっていた場合、制御部１０３は、ユーザによ
り設定された設定値に従い撮像部１０１を制御する（Ｓ６０２）。また、画質調整の設定
がオフになっていた場合、制御部１０３は、所定値に従い撮像部１０１を制御する（Ｓ６
１１）。
【００３８】
　そして、Ｓ６０３においてＵＩ１０４から記録開始の指示が入力されるとＳ６０４に進
み、信号処理部１０５は、撮影された動画データと取得した音声データをメモリ１０６か
ら読み出して、の符号化を開始する。そして、信号処理部１０５により、符号化されたデ
ータをメモリ１０６に記憶する。記録再生部１０７は、メモリ１０６から符号化された動
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画と音声データを読み出し、動画ファイルとして記録媒体１０８、１０９のうち、記録先
として選択された方の記録媒体に記録する。Ｓ６０３において、記録開始の指示がない場
合はＳ６０１に戻る。
【００３９】
　また、記録中にＵＩ１０４から記録停止の指示を受けた場合（Ｓ６０５）、制御部１０
３は信号処理部１０５による動画、音声データの符号化を停止し、記録再生部１０７によ
り記録中のファイルを閉じる（Ｓ６０６）。そして、記録媒体に記録された複数の動画フ
ァイルを、記録した順に再生するように管理情報（制御情報）による再生順序を変更し、
記録媒体に記録するよう、記録再生部１０７に指示する。本実施形態では、記録開始の指
示から記録停止の指示までの間に記録した一連の動画、音声を一つのファイルとして管理
する。Ｓ６０５において、記録停止の指示がない場合はＳ６０４に戻る。
【００４０】
　次に、制御部１０３は、Ｓ６０７において、シングル記録モードにおける画質調整デー
タの記録設定の状態を確認する。画質調整データの記録がオンになっていた場合、Ｓ６０
８に進み、制御部１０３はメモリ１０６から画質調整データを読み出し、一つのファイル
（第１の付加情報ファイル）として記録するように、記録再生部１０７を制御する。また
、画質調整データの記録がオフになっていた場合、Ｓ６０９に進み、制御部１０３は画質
調整データの記録を禁止する。次に、制御部１０３は、シングル記録モードにおけるユー
ザ入力情報の記録設定の状態を確認する。
【００４１】
　ユーザ入力情報の記録がオンになっていた場合、制御部１０３はメモリ１０６からユー
ザ入力情報を読み出し、一つのファイル（第２の付加情報ファイル）として記録するよう
に、記録再生部１０７を制御する（Ｓ６１０）。また、ユーザ入力情報の記録がオフにな
っていた場合、制御部１０３はユーザ入力情報の記録を禁止する。
　このように、二つの記録媒体１０８、１０９のうち、一方の記録媒体に対する動画ファ
イルと付加情報ファイルの記録が行われる。
【００４２】
　次に、ダブル記録モードの処理を説明する。
　図７はダブル記録モードの処理を示すフローチャートである。なお、図７に示す処理は
、制御部１０３が各部を制御することにより実現される。
　Ｓ７０１において、記録ポーズ状態において、制御部１０３は、前述の様に、画質調整
の設定がオンになっているか否かを判別する。画質調整の設定がオンになっていた場合、
Ｓ７０２に進み、制御部１０３は、ユーザにより設定された設定値に従い撮像部１０１を
制御する。また、画質調整の設定がオフになっていた場合、Ｓ７１７に進み、制御部１０
３は、所定値に従い撮像部１０１を制御する。
【００４３】
　そして、Ｓ７０３において、ＵＩ１０４から記録開始の指示が入力されると、Ｓ７０４
に進み、信号処理部１０５は、撮影された動画データと取得した音声データをメモリ１０
６から読み出して、符号化を開始する。そして、信号処理部１０５は符号化されたデータ
をメモリ１０６に記憶する。記録再生部１０７は、メモリ１０６から符号化された動画と
音声データを読み出し、動画ファイルとして記録媒体１０８と記録媒体１０９に対して記
録する。Ｓ７０３において、記録開始の指示がない場合はＳ７０１に戻る。
【００４４】
　また、記録中にＵＩ１０４から記録停止の指示を受けた場合（Ｓ７０５）、Ｓ７０６に
進み、制御部１０３は信号処理部１０５による動画、音声データの符号化を停止し、記録
再生部１０７により各記録媒体に対して記録中のファイルを閉じる。そして、各記録媒体
に記録された動画ファイルを、記録した順に再生するように管理情報（制御情報）による
再生順序を変更し、各記録媒体に記録するよう、記録再生部１０７に指示する。Ｓ７０５
において、記録停止の指示がない場合はＳ７０４に戻る。
【００４５】
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　次に、制御部１０３は、ダブル記録モード時における画質調整データの記録の設定状態
を確認する（Ｓ７０７）。Ｓ７０７において、画質調整データの記録がオフになっていた
場合、Ｓ７１２に進む。そして、画質調整データの記録がオンになっていた場合、制御部
１０３は、カード１（記録媒体１０８）が記録先に設定されているか否かを判別する（Ｓ
７０８）。カード１が記録先として設定されていた場合、制御部１０３はメモリ１０６か
ら画質調整データを読み出し、一つのファイルとして記録媒体１０８に記録するように、
記録再生部１０７を制御する（Ｓ７０９）。
【００４６】
　次に、制御部１０３は、カード２（記録媒体１０９）が記録先に設定されているか否か
を判別する（Ｓ７１０）。カード２が記録先として設定されていた場合、制御部１０３は
メモリ１０６から画質調整データを読み出し、一つのファイルとして記録媒体１０９に記
録するように、記録再生部１０７を制御する（Ｓ７１１）。この様に、カード１とカード
２のうち、記録先として設定された記録媒体に対して画質調整データの付加情報ファイル
が記録される。
【００４７】
　次に、制御部１０３は、ダブル記録モードにおけるユーザ入力情報の記録設定の状態を
確認する（Ｓ７１２）。ユーザ入力情報の記録がオフになっていた場合、Ｓ７１２に進む
。そして、ユーザ入力情報の記録がオンになっていた場合、制御部１０３は、カード１が
記録先に設定されているか否かを判別する（Ｓ７１３）。カード１が記録先として設定さ
れていた場合、制御部１０３はメモリ１０６からユーザ入力情報を読み出し、一つのファ
イルとして記録媒体１０８に記録するように、記録再生部１０７を制御する（Ｓ７１４）
。
【００４８】
　次に、制御部１０３は、カード２が記録先に設定されているか否かを判別する（Ｓ７１
５）。カード２が記録先として設定されていた場合、制御部１０３はメモリ１０６からユ
ーザ入力情報を読み出し、一つのファイルとして記録媒体１０９に記録するように、記録
再生部１０７を制御する（Ｓ７１６）。この様に、カード１とカード２のうち、記録先と
して設定された記録媒体に対してユーザ入力情報の付加情報ファイルが記録される。
【００４９】
　次に、シングル記録モードとダブル記録モードの切り替え時における表示について説明
する。本実施形態では、メニュー画面を用いてシングル記録モードとダブル記録モードと
を切り替える。そして、シングル記録モードとダブル記録モードの間でモードが切り替え
られた場合、切り替え先のモードにおける画質調整データとユーザ入力情報の記録の設定
状態を表示する。
【００５０】
　例えば、シングル記録モードからダブル記録モードに切り替えられた場合、ダブル記録
モードにおける画質調整データとユーザ入力情報の記録の設定状態が表示部１１２に表示
される。例えば、ユーザが図８（ａ）のメニュー画面８０１により、ダブル記録のボタン
８０２を選択することにより、シングル記録モードからダブル記録モードに切り替える。
このとき、図５の様に画質調整データとユーザ入力情報の記録が設定されていた場合、制
御部１０３は画質調整データがカード１とカード２に記録され、ユーザ入力情報がカード
１に記録される旨の情報８０３を表示部１１２に表示させる。
【００５１】
　また、ユーザが図８（ｂ）のメニュー画面８０４により、シングル記録のボタン８０５
を選択することにより、ダブル記録モードからシングル記録モードに切り替える。このと
き、図３（ｂ）及び図４の様に画質調整データとユーザ入力情報の記録が設定されていた
場合、制御部１０３は画質調整データとユーザ入力情報が記録される旨の情報８０６を表
示部１１２に表示させる。
【００５２】
　次に、再生時の処理を説明する。ＵＩ１０４により再生モードの切り替え指示があると
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、制御部１０３は、記録再生部１０７に対し、記録媒体１０８、１０９のうち、選択され
た方の記録媒体に記録された複数のシーンを検出する。そして、各シーンの先頭の動画フ
ァイルを再生し、その先頭の一画面を信号処理部１０５により復号して、メモリ１０６に
記憶する。そして、信号処理部１０５により、復号された先頭画面の画像信号を縮小し、
各シーンの代表画像を生成する。そして、複数のシーンの代表画像からなるインデックス
画面を生成し、表示部１１２に表示する。
【００５３】
　ユーザは、ＵＩ１０４を操作して、インデックス画面に表示された代表画像から所望の
代表画像を選択し、再生を指示する。制御部１０３は、再生指示があると、選択された代
表画像に対応するシーンの複数の動画ファイルを再生するように、記録再生部１０７を制
御する。記録再生部１０７は、指定されたシーンの動画ファイルを記録媒体から再生する
。信号処理部１０５は、再生された動画ファイルを復号し、表示部１１２に表示すると共
に、出力部１１０より外部に出力する。
【００５４】
　この様に、本実施形態では、ダブル記録モードにおいて、二つの記録媒体に対してそれ
ぞれ、画質調整データとユーザ入力情報などの付加情報ファイルを記録するか否かを任意
に設定する構成とした。そのため、ユーザは、二つの記録媒体に対して動画ファイルを同
時に記録する場合に、一方の記録媒体に対して付加情報ファイルを記録しないように設定
することができるので、同時記録後に、付加情報ファイルを削除する手間が無いという効
果がある。
【００５５】
　また、シングル記録モードとダブル記録モードとで、付加情報ファイルを記録するか否
かを独立に設定することができるので、ユーザは、記録モードを切り替える度に、設定し
直す必要がない。
　また、シングル記録モードとダブル記録モードの間でモードを切り替える際に、切り替
え後の記録モードにおける付加情報の記録の設定状態を自動的に表示するので、ユーザは
、切り替え後のモードにおける設定状態を簡単に確認することができる。
【００５６】
　なお、本実施形態では、二つの記録媒体に対して動画や音声を記録する構成であったが
、三つ以上の記録媒体に対して動画や音声を記録する構成でもよい。また、複数の記録媒
体に対して動画を記録する装置に対して、本発明を同様に適用することが可能である。
　また、本実施形態では、動画ファイルの記録を停止した後で付加情報ファイルを記録し
ていたが、記録開始の指示の後、動画ファイルを記録する前に付加情報ファイルを記録す
るようにしてもよい。
【００５７】
（第２の実施形態）
　次に、第２の実施形態を説明する。本実施形態においても、記録装置１００の構成、及
び基本的な記録、再生処理は第１の実施形態と同じである。本実施形態では、記録モード
を切り替える度に設定状態を表示せず、ダブル記録モードにおける少なくとも一方の記録
媒体に対する設定状態と、シングル記録モードにおける設定状態とが異なっている場合に
、切り替え後のモードにおける設定状態を表示する。
【００５８】
　図９は、記録モード切り替え時における設定状態の表示処理を示すフローチャートであ
る。図９の処理は、制御部１０３が各部を制御することにより実現される。
　ユーザがＵＩ１０４を操作して、記録モード切り替えのメニュー画面を表示部１１２に
表示した状態で、記録モードの切り替え指示があると、制御部１０３は、ダブル記録モー
ドにおける画質調整データの記録設定を確認する（Ｓ９０１）。
【００５９】
　そして、制御部１０３は、ダブル記録モードにおける画質調整データの記録がオフにな
っているか否かを判別する（Ｓ９０２）。ダブル記録モードにおける画質調整データの記
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録がオフになっていた場合、制御部１０３は、シングル記録モードにおける画質調整デー
タの記録がオフになっているか否かを判別する（Ｓ９０３）。シングル記録モードにおけ
る画質調整データの記録がオフになっていなかった場合、制御部１０３は、切り替え後の
モードにおける画質調整データの記録設定状態を表示部１１２に表示する（Ｓ９０４）。
Ｓ９０３において、シングル記録モードにおける画質調整データの記録がオフになってい
た場合、Ｓ９０５に進む。
【００６０】
　また、Ｓ９０２で、ダブル記録モードにおける画質調整データの記録がオフで無かった
場合はＳ９０９に進み、制御部１０３は、ダブル記録モードにおける画質調整データの記
録先がカード１とカード２に設定されているか否かを判別する。ダブル記録モードにおけ
る画質調整データの記録先がカード１とカード２に設定されていた場合、制御部１０３は
、シングル記録モードにおける画質調整データの記録がオンになっているか否かを判別す
る（Ｓ９１０）。シングル記録モードにおける画質調整データの記録がオフとなっていた
場合、制御部１０３は、切り替え後のモードにおける画質調整データの記録設定状態を表
示部１１２に表示する（Ｓ９１１）。
【００６１】
　また、Ｓ９０９において、ダブル記録モードにおける画質調整データの記録先がカード
１とカード２の何れか一方であった場合、制御部１０３は、切り替え後のモードにおける
画質調整データの記録設定状態を表示部１１２に表示する（Ｓ９１１）。
【００６２】
　次に、制御部１０３は、ダブル記録モードにおけるユーザ入力情報の記録設定を確認す
る（Ｓ９０５）。そして、制御部１０３は、ダブル記録モードにおけるユーザ入力情報の
記録がオフになっているか否かを判別する（Ｓ９０６）。ダブル記録モードにおけるユー
ザ入力情報の記録がオフになっていた場合、制御部１０３は、シングル記録モードにおけ
るユーザ入力情報の記録がオフになっているか否かを判別する（Ｓ９０７）。シングル記
録モードにおけるユーザ入力情報の記録がオフになっていなかった場合、制御部１０３は
、切り替え後のモードにおけるユーザ入力情報の記録設定状態を表示部１１２に表示する
（Ｓ９０８）。
【００６３】
　また、Ｓ９０６で、ダブル記録モードにおけるユーザ入力情報の記録がオフで無かった
場合、制御部１０３は、ダブル記録モードにおけるユーザ入力情報の記録先がカード１と
カード２に設定されているか否かを判別する（Ｓ９１２）。ダブル記録モードにおけるユ
ーザ入力情報の記録先がカード１とカード２に設定されていた場合、制御部１０３は、シ
ングル記録モードにおけるユーザ入力情報の記録がオンになっているか否かを判別する（
Ｓ９１３）。シングル記録モードにおけるユーザ入力情報の記録がオフとなっていた場合
、制御部１０３は、切り替え後のモードにおけるユーザ入力情報の記録設定状態を表示部
１１２に表示する（Ｓ９１４）。また、Ｓ９１２において、ダブル記録モードにおけるユ
ーザ入力情報の記録先がカード１とカード２の何れか一方であった場合、制御部１０３は
、切り替え後のモードにおけるユーザ入力情報の記録設定状態を表示部１１２に表示する
（Ｓ９１４）。Ｓ９０７において「ＹＥＳ」の場合、及びＳ９１３において「ＹＥＳ」の
場合は処理を終了する。
【００６４】
　この様に、本実施形態では、ダブル記録モードにおける少なくとも一方の記録媒体に対
する設定状態と、シングル記録モードにおける設定状態とが異なっている場合に、切り替
え後のモードにおける設定状態を表示するので、煩わしさが無い。
【００６５】
（第３の実施形態）
　次に、第３の実施形態を説明する。本実施形態においても、記録装置１００の構成、及
び基本的な記録、再生処理は第１の実施形態と同じである。本実施形態では、ユーザがダ
ブル記録モードからシングル記録モードに切り替えた際に、ダブル記録モードにおいて一
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方の記録媒体に付加情報を記録し他方には記録しなかった場合、シングル記録モードにお
いては付加情報を記録しないように自動的に設定する。
【００６６】
　図１０は、本実施形態において、ダブル記録モードからシングル記録モードに切り替え
た際の付加情報の記録設定動作を示すフローチャートである。なお、図１０に示す各処理
は、制御部１０３の制御に基づいて行われる。
【００６７】
　ユーザの指示により表示部１１２にメニュー画面を表示し、ダブル記録モードからシン
グル記録モードへの切り替えを指示すると、制御部１０３は、ダブル記録モードにおいて
画質調整データの記録がオフになっていたかどうかを判別する（Ｓ１００１）。画質調整
データの記録がオフでなかった場合、制御部１０３は両方のメモリカードが記録先として
設定されているか否かを判別する（Ｓ１００２）。両方のカードが記録先に設定されてい
ない場合には、何れか一方のカードだけが記録先なので、制御部１０３はシングル記録モ
ードにおける画質調整データの記録を自動的にオフに設定する（Ｓ１００３）。
【００６８】
　本実施形態においても、ユーザがシングル記録モードにおける画質調整データの記録状
態を設定することができるが、ここでは、ユーザが設定した結果にかかわらず、強制的に
画質調整データの記録をオフにする。そして、シングル記録モードで、画質調整データの
記録の設定状態がオフであることを示す情報を表示部１１２に表示されたメニュー画面に
表示する（Ｓ１００４）。また、Ｓ１００１で画質調整データの記録がオフになっていた
場合、及び、Ｓ１００２で両方のカードが記録先であった場合は、Ｓ１００５に進む。
【００６９】
　次に、制御部１０３は、ダブル記録モードにおいてユーザ入力情報の記録がオフになっ
ていたかどうかを判別する（Ｓ１００５）。ユーザ入力情報の記録がオフでなかった場合
、制御部１０３は両方のメモリカードが記録先として設定されているか否かを判別する（
Ｓ１００６）。両方のカードが記録先に設定されていない場合には、何れか一方のカード
だけが記録先なので、制御部１０３はシングル記録モードにおけるユーザ入力情報の記録
を自動的にオフに設定する（Ｓ１００７）。
【００７０】
　本実施形態においても、ユーザがシングル記録モードにおけるユーザ入力情報の記録状
態を設定することができるが、ここでは、ユーザが設定した結果にかかわらず、強制的に
ユーザ入力情報の記録をオフにする。そして、シングル記録モードで、ユーザ入力情報の
記録の設定状態がオフであることを示す情報を表示部１１２に表示されたメニュー画面に
表示する（Ｓ１００８）。また、Ｓ１００５でユーザ入力情報の記録がオフになっていた
場合、及び、Ｓ１００６で両方のカードが記録先であった場合は、処理を終了する。
【００７１】
　例えば、ダブル記録モードにおいて、画質調整データとユーザ入力情報の記録先が、何
れもカード１のみに設定されていた場合、ダブル記録モードからシングル記録モードに切
り替えた場合には、図１２（ａ）のメニュー画面１２０１が表示部１１２に表示される。
メニュー画面１２０１において、ユーザがボタン１２０２を選択してシングル記録モード
への切り替えを指示すると、画質調整データとユーザ入力情報が何れも記録されない設定
になったことを示す情報１２０３が表示される。
【００７２】
　ユーザは、この様に情報１２０３を確認した後、画質調整データとユーザ入力情報の記
録の設定状態を変えたい場合には、前述の様に設定を変えることができる。
　この様に、本実施形態では、ダブル記録モードからシングル記録モードに切り替えた際
に、ダブル記録モードにおいて一方の記録媒体に付加情報を記録し他方には記録しなかっ
た場合、シングル記録モードにおいては付加情報を記録しないように自動的に設定する。
そのため、シングル記録モードにおいて、ユーザが意図せずに付加情報を記録してしまう
ことを防ぐことができる。
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（第４の実施形態）
　次に、本発明の第４の実施形態を説明する。本実施形態においても、記録装置１００の
構成、及び基本的な記録、再生処理は第１の実施形態と同じである。本実施形態では、ユ
ーザがダブル記録モードからシングル記録モードに切り替えた際に、ダブル記録モードに
おいて一方の記録媒体に付加情報を記録し他方には記録しなかった場合、付加情報の記録
設定の問い合わせ画面を自動的に表示する。
【００７３】
　図１１は、本実施形態において、ダブル記録モードからシングル記録モードに切り替え
た際の動作を示すフローチャートである。なお、図１１に示す各処理は、制御部１０３の
制御に基づいて行われる。
　ユーザの指示により表示部１１２にメニュー画面を表示し、ダブル記録モードからシン
グル記録モードへの切り替えを指示すると、制御部１０３は、ダブル記録モードにおいて
画質調整データの記録がオフになっていたかどうかを判別する（Ｓ１１０１）。画質調整
データの記録がオフでなかった場合、制御部１０３は両方のメモリカードが記録先として
設定されているか否かを判別する（Ｓ１１０２）。両方のカードが記録先に設定されてい
ない場合には、何れか一方のカードだけが記録先なので、制御部１０３はシングル記録モ
ードにおける画質調整データの記録設定の問い合わせ情報を表示部１１２に表示する（Ｓ
１１０３）。そして、制御部１０３は、ユーザの設定に従い、シングル記録モードにおけ
る画質調整データの記録の状態を設定する（Ｓ１１０４）。また、Ｓ１１０１で画質調整
データの記録がオフになっていた場合、及び、Ｓ１１０２で両方のカードが記録先であっ
た場合は、Ｓ１１０５に進む。
【００７４】
　次に、制御部１０３は、ダブル記録モードにおいてユーザ入力情報の記録がオフになっ
ていたかどうかを判別する（Ｓ１１０５）。画質調整データの記録がオフでなかった場合
、制御部１０３は両方のメモリカードが記録先として設定されているか否かを判別する（
Ｓ１１０６）。両方のカードが記録先に設定されていない場合には、何れか一方のカード
だけが記録先なので、制御部１０３はシングル記録モードにおけるユーザ入力情報の記録
設定の問い合わせ情報を表示部１１２に表示する（Ｓ１１０７）。そして、制御部１０３
は、ユーザの設定に従い、シングル記録モードにおけるユーザ入力情報の記録の状態を設
定する（Ｓ１１０８）。また、Ｓ１１０５でユーザ入力情報の記録がオフになっていた場
合、及び、Ｓ１１０６で両方のカードが記録先であった場合は、処理を終了する。
【００７５】
　例えば、ダブル記録モードにおいて、画質調整データとユーザ入力情報の記録先が、何
れもカード１のみに設定されていた場合、ダブル記録モードからシングル記録モードに切
り替えた場合には、図１２（ｂ）のメニュー画面１２０４が表示部１１２に表示される。
メニュー画面１２０４において、ユーザがボタン１２０５を選択してシングル記録モード
への切り替えを指示すると、画質調整データの記録の設定状態を問い合わせる情報１２０
６とユーザ入力情報の記録の設定状態を問い合わせる情報１２０７が表示される。
【００７６】
　ユーザは、この様に問い合わせ情報１２０６、１２０７を確認し、ＯＮ、ＯＦＦボタン
を選択することにより、記録するか否かを設定することができる。シングル記録モードに
おける各付加情報の設定状態を示す情報はメモリ１０６に記憶される。
【００７７】
　この様に、本実施形態では、ダブル記録モードからシングル記録モードに切り替えた際
に、ダブル記録モードにおいて一方の記録媒体に付加情報を記録し、他方には記録しなか
った場合、付加情報の記録設定の問い合わせ画面を自動的に表示する。そのため、ダブル
記録モードにおいて二つのカードに記録する付加情報が異なっていた場合に、シングル記
録モードにおいて、改めてユーザに付加情報の設定を促すことができる。
【００７８】
　また、本実施形態では、動画データや音声データを記録する装置について説明したが、
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入力された他の情報データを記録する装置に対しても同様に本発明を適用可能である。
　また、前述の各実施形態では、付加情報として、画質調整データとユーザ入力情報の二
種類の情報を別々のファイルとして記録したが、何れか一方を記録する構成でも良く、ま
た、これ以外の付加情報を記録する構成としてもよい。
【００７９】
（その他の実施形態）
　また、本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。即ち、上述した実
施形態の機能を実現するソフトウェア（コンピュータプログラム）を、ネットワーク又は
各種のコンピュータ読み取り可能な記憶媒体を介してシステム或いは装置に供給する。そ
して、そのシステム或いは装置のコンピュータ（またはＣＰＵやＭＰＵ等）がプログラム
を読み出して実行する処理である。

【図１】 【図２】
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